
‭ンをやっていた自分が思い出されました。ある時、マキキ教会に韓国語クラブができたの‬
‭で、韓国語を教えてくれないか？と声をかけられました。素直にイエスと言えたのは、教‬
‭会の雰囲気にあったと思います。マキキは今まで通っていた教会と違い、皆、それぞれが‬
‭自ら主に奉仕をし、お互いを支え合い、協力し合っている姿がありました。礼拝に出席す‬
‭ると藤浪先生は、牧師も人間であること、人は教会や牧師に従うのではなく、主に従う事‬
‭の大切さを何度もメッセージで語っておられ、礼拝毎に私の持っていた疑問がとけ、涙が‬
‭でました。何か月か礼拝に通ううちに、夫のチャンウォンが「洗礼をうけよう」と言いま‬
‭した。夫は日本語がわからず、英語の通訳でメッセージを聴いていますが、神様は彼を通‬
‭して私を励ましてくださいました。洗礼準備クラスを受け、アラモアナ・ビーチでの洗礼‬
‭式の日を迎えました。当日は、私の知らない方々も沢山来られてお祝いしてくれて、とて‬
‭も感動しました。幼児洗礼を受けてから何十年、私が座禅やメディテーションをしていた‬
‭時も神様は共にいてくださり、この日まで導いてくださり、今は祈りと聖霊様の導きに‬
‭よって、いつも神様と一緒にいることを感じます。平安が私に与えられました。これから‬
‭は、私が人々にイエス様を伝える者として夫と共に用いられることを期待します。‬

‭ミニストリーの紹介‬

‭マキキ教会には、沢山のミニストリーがあります。聖歌隊、ゴスペル・フラ、ウクレレ教‬
‭室、親子会、絵画教室、韓国語クラス、のぞみの会など、楽しく集えるグループがありま‬
‭す。ぜひ、お気軽にお越しください。お問い合わせはオフィス（808ｰ594‐6446）まで。‬

‭　　　‬

‭「聖書は信頼できるか？」‬‭　　　　　　‬‭マキキ聖城キリスト教会　藤浪義孝牧師‬

‭私たちの会衆は今年の聖句を詩篇119篇19節とし「みことばに学ぶ」をテーマに歩み始めま‬
‭した。しかしながら、絶対的なものは何もないということが唯一の絶対である現世では、‬
‭聖書に示されている神の権威あることばは本当に信頼に足るものかという疑念を抱く人が‬
‭いても当然です。聖書は信頼できるのか？ 現代人の私生活にとって確かな意味を持つもの‬
‭なのか？ 聖書が聖書自体について何を語っているのかを考えてみましょう。‬

‭聖書は一つのまとまり：複雑なテーマや論争的となるテーマについて深く研究したことが‬
‭ある人なら、あらゆる論点について皆の意見の一致を見つけようとする際のイライラした‬
‭経験を持っているでしょう。 基本的に起こり得ないことです。しかし、聖書は際立った対‬
‭照をなしています。聖書は、その部分が結託して統一された全体を形成するという点で独‬
‭特です。聖書はただの一冊の本ではなく、66冊の本が1冊にまとめられているのです。この‬
‭66冊の個別の文書は、1600年以上の期間に、さまざまな背景を持つ40人以上の人によって‬
‭書かれました。しかも、聖書は神と人類との関係というテーマによってまとめられた「ひ‬
‭とつ」のまとまりです。各書、各章、各節、各句は、互いに協力し合って神の真理を明ら‬
‭かにしています。 だからこそ、聖書は個々の部分と統合された全体とを関連づけて理解す‬
‭ることが最も望ましいのです。‬

‭聖書は神の啓示：聖書は、神から啓示された真理として自らを提示しています。聖書で‬
‭「啓示」という言葉が実際に意味するのは、「ベールを剥ぐ」という意味で、カーテンを‬
‭引いてその裏側を見せるという意味です。聖書において、神は、そうでなければまったく‬
‭知られることのないようなことを明らかにされました。神は、推測でも、憶測でも、仮説‬
‭でもない、絶対的な真実を明らかにされました。それは、まったく矛盾のない真理であ‬
‭り、他の啓示の部分によって否定されたり、妥協させられたり、矛盾したりすることのな‬
‭い真理です。‬

‭聖書は神の霊感：偉大な神学者B.B.ウォーフィールドは、「聖書は神の言葉であり、聖書が‬
‭語る時、神が語っておられる」と述べています。これは霊感についてよく表した言葉で‬
‭す。聖書を神の言葉と呼ぶ理由は、神が伝達を望まれた言葉がまさに聖書に記されている‬
‭からです。もちろん、聖書は人間の著者によって書かれたものであるため、この概念に問‬
‭題を感じる人もいます。もし「霊感」が存在するとすれば、それは偉大な芸術家が偉大な‬
‭芸術作品を生み出すために「霊感」を受けるのと同じようなものに過ぎません。しかし、‬
‭聖書が意味する「霊感」とはそのようなものではありません。テモテへの手紙第二3章16-17‬
‭節に「聖書はすべて、神の霊感によるものです。」とあります。「霊感」と訳されている‬
‭言葉は、「神の息吹」を意味します。神が聖書を「吹き出された」という考え方を伝えて‬
‭います。‬



‭また、「息」という言葉は「霊」とも訳されるため、聖書の執筆を監督した聖霊の働きを‬
‭容易に理解することができます。では、人間の著者はどのような役割を果たしたので‬
‭しょうか？神は、完成品の完全性、整合性、純度を損なうことなく、超自然的に彼らを用‬
‭いて言葉を記しました。神学者チャールズ・ライリーは次のように述べています。「神は‬
‭人間である著者を導き、彼らがそれぞれの個性を生かして、神から人への啓示を誤りなく‬
‭原典の言葉で書き記すようにされた。」この仕組みについて、ペテロは「聖霊に動かされ‬
‭た人々が神から語った」と表現しました（2ペテロ1:21）。「動かされた」という言葉は、‬
‭風を受けて進む船を表現するのと同じ言葉です。聖書の著者は、神が望まれるところへ導‬
‭かれ、神が望まれるものを生み出すように書きました。疑いなく、彼らの個性、文体、視‬
‭点、特徴は彼らの言葉に反映されています。しかし、彼らの記述は単なる人間の言葉では‬
‭なく、神の御言葉なのです。聖書の本文は人間の思索ではなく、超自然的な産物であり、‬
‭まさに神の言葉なのです。‬

‭聖書は誤りのないもの：聖書が権威あるものとなるためには、真実でなければなりませ‬
‭ん。つまり、誤りのないものでなければなりません。誰かが指摘したように、「聖書はす‬
‭べてにおいて誤りのないものであるか、あるいはすべてにおいて誤りのないものではな‬
‭い」のです。中間はありません。「部分的に誤りのない」聖書は誤りのある聖書です。‬
‭「誤りのない」とは、原典に間違いや誤りがなく、あらゆる面で誤りがないことを意味し‬
‭ます。これは私たち現世代にとっては難しい概念です。私たちは相対主義者になりがち‬
‭で、絶対的な意味で真実であるものはないと考えます。さらに、現代の科学は聖書をはる‬
‭かに追い越したと私たちの文化は考えます。現代の最も著名な博識な科学者の多くが、最‬
‭近の進展や発見を踏まえて、聖書を「第三の視点」で見ています。聖書に誤りがないと信‬
‭じているからといって、聖書のすべての記述を厳格に字義通りに受け取るというわけでは‬
‭ありません。聖書はしばしば比喩的な表現を用いています。さらに、長い年月にわたって‬
‭写本から写本へと伝達される過程で、聖書に誤りが含まれていたことも認められています‬
‭（驚くほど少ない）。しかし、聖書はそれ自体が誤りのないものであることを証明してい‬
‭ます。最も強力な証人はイエスご自身です。マタイの福音書4章1-11節で、イエスは聖書の‬
‭実際の記述された言葉は、その言葉が含む考えだけでなく、信頼できるものであることを‬
‭強調しています。同福音書5章17-18節では、主イエスは聖書の絶対的な信頼性を文字の一文‬
‭字、さらには文字の一部分にまで広げています。イエスは福音書全体を通して、今日では‬
‭一部の「権威者」たちから疑問視されている聖書の箇所について言及しています。 イエス‬
‭がそれらを正確で信頼でき、真実であるとみなしていたことは明らかです。間違いのない‬
‭聖書とは、完全に信頼でき、信頼に足るものであり、原典に誤りがない聖書であることを‬
‭意味します。聖書を研究する中で、私たちは重要な疑問に対する答えを熱心に期待するこ‬
‭とができるのです。‬

‭ぜひ聖書を購入して読んでみてください。‬

‭今月の証　　　「韓国より日本経由ハワイへ」　　　‬‭クウォン・ユラ‬

‭私は、韓国のソウルから一時間ほど離れた春川（チュンチョン）という所で生まれ育ちま‬
‭した。春川というと、日本の方は昔「冬のソナタ」をいう大ヒットドラマがありました‬
‭が、舞台になった場所をいうとおわかりになるかもしれません。自然豊かで、湖が沢山あ‬
‭る素晴らしい場所です。その町のクリスチャンである両親の４番目の末っ子として育てら‬
‭れました。子供の頃の私は、好奇心が旺盛で、どんな事にも興味を持ち、疑問に思う事‬
‭は、誰かれ構わず聞いて、時々は教会の牧師先生にも「イエスさまが生まれる前に死んで‬
‭しまった人は天国にいかれないの？地獄なの？」と質問を投げかけるような子供でした。‬
‭好奇心が功を成したのか、学校の成績も良く、勉強も大好きでした。しかし、厳格な両親‬
‭のクリスチャンの生活は、神様より教会や牧師を絶対とし、何かに縛られているような不‬
‭自由さを感じ、私自身の信仰は見えないものより、見えるものや、自分のなかで感じるも‬
‭のを優先するようになりました。高校を卒業してから、親や、しがらみから離れるため‬
‭に、日本の大学に進学することにしました。日本語の読み書きなども出来ず、話すことも‬
‭できなかったので、日本語学校へ行き懸命に学び、そこから大学へ進学することができま‬
‭した。韓国では、毎週日曜日には必ず教会に通い、クリスチャンのふりをしていた私は、‬
‭日本で誰にも何も咎められず自由な生活を手に入れ、とても楽しい大学生活を過ごすはず‬
‭でした。しかし、自由な生活を手にしても、心の中はいつも、どこか空しいものがありま‬
‭した。「私はなぜ、なんのために生きているのだろうか？」という問いが、時々襲ってき‬
‭ました。そこで色々な宗教を学んでみました。仏教、イスラム教、ヒンドゥー教etc.お寺を‬
‭まわり、座禅を組んだり、メディテーションをしたりしましたが、平安が与えられること‬
‭はありませんでした。‬

‭大学を卒業し、サンフランシスコへ行き、カナダで就職、結婚もし、リタイアメントの場‬
‭所として３年前にハワイに移り住んできました。青空が広がる、美しいハワイは天国のよ‬
‭うです。そこで英語のアダルトスクールで会った友人が、ウクレレクラスに誘ってくれま‬
‭した。ウクレレはハワイの曲もありましたが、クリスチャンのプレーズソングもありまし‬
‭た。そのグループで、日本語キリスト教連合の賛美フェスティバルにも参加し、とても久‬
‭しぶりに教会堂へ足を踏み入れました。私の心は懐かしい気持ちと、韓国で偽クリスチャ‬


